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1. 平成30年12月期第2四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第2四半期 8,688 5.5 519 35.0 529 37.8 360 90.3

29年12月期第2四半期 8,237 24.2 385 123.5 384 99.1 189 68.7

（注）包括利益 30年12月期第2四半期　　343百万円 （63.2％） 29年12月期第2四半期　　210百万円 （187.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第2四半期 70.70 ―

29年12月期第2四半期 37.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第2四半期 9,554 6,021 63.0

29年12月期 9,195 5,805 63.1

（参考）自己資本 30年12月期第2四半期 6,021百万円 29年12月期 5,805百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

30年12月期 ― 0.00

30年12月期（予想） ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,500 5.0 800 34.1 820 30.8 480 56.0 94.01

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料10ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期2Q 5,105,800 株 29年12月期 5,105,800 株

② 期末自己株式数 30年12月期2Q 6 株 29年12月期 6 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期2Q 5,105,794 株 29年12月期2Q 5,105,794 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想など将来予測情報に関す
る説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資や雇用情勢が回復しており、個人消費も増

加を維持するなど、総じて緩やかな回復基調で推移いたしました。米国の保護主義化による欧州・中国との通商

問題の動向が懸念されたものの、米国経済は引続き好調を維持し、中国経済も持ち直しの動きが続いておりま

す。 

 当社グループが属する情報サービス産業におきましては、大手企業を中心としたIT関連投資は引続き高い水準

にあり、好調な企業収益を背景に、従来のシステム開発案件を中心に新たなサービスの開発も拡大傾向で推移い

たしました。 

 国内要因に関しましては、引き続き雇用・所得環境は改善しており、個人消費も堅調に推移してきておりま

す。 

 このような環境の中で、当社グループは「CREATE THE NEXT GENERATION」をテーマとした３か年中期経営計画

を当期からスタートさせ、プロダクト事業の展開と拡大、高付加価値業務へのシフト、コスト競争力強化、グル

ープ経営戦略強化を重点戦略とし、50周年を迎える３年後の目標達成に向け当事業年度をスタートしておりま

す。 

 売上高は、好調であった第１四半期連結会計期間の流れを引継ぎ、前年同四半期に比べ増加いたしました。 

 利益面に関しましては、グループ経営戦略である、ニアショア、オフショアの活用での成果、またパートナー

企業の確保が計画以上に出来たこと等により収益性が向上し、連結営業利益、同経常利益、同親会社株主に帰属

する四半期純利益は、前年同四半期に比べ大幅に増加いたしました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高86億88百万円（前年同四半期比5.5％増）、営業利益

５億19百万円（前年同四半期比35.0％増）、経常利益５億29百万円（前年同四半期比37.8％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益３億60百万円（前年同四半期比90.3％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

（情報サービス事業） 

 情報サービス分野では、基地局業務を中心に「モバイルインフラ」が堅調に、「組込み」は、医療、車載業務が

好調に推移し、「業務システム」、「フィールドサービス」は、旺盛なIT投資を背景に企業向けのシステム開発業

務やそれらに付随するサーバ・ネットワーク構築業務が順調に伸び前年同四半期を上回っております。一方で「携

帯端末」は、スマートフォン開発業務の減少をアプリ開発業務で補うべく注力してまいりました。「金融」につい

ては、案件の獲得に努めましたが、IT技術者不足の影響を受け、一部受注を取り込めず、前年同四半期を下回る結

果となりました。 

 プロダクト事業においては、引き続き販売につながるよう営業活動に鋭意注力して取り組んでおります。 

 グループ経営戦略の推進およびパートナー企業との連携等が奏功し、営業利益は前年同四半期を大幅に上回りま

した。 

 以上の結果、当事業における売上高は69億10百万円（前年同四半期比5.4％増）、営業利益は３億70百万円（前 

年同四半期比60.7％増）となりました。 

（セキュリティシステム事業） 

 セキュリティシステム事業は、出入管理、入退室管理システムおよび施工等、総じて順調に推移し、売上高は前

年同四半期を上回りました。 

一方、利益面では、研究開発の投入や製品開発の投資を促進しており、この費用が前年同四半期に比べ増加したた

め、営業利益は前年同四半期を下回る結果となりました。 

 以上の結果、当事業における売上高は17億77百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業利益は１億40百万円（前 

年同四半期比8.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末において、資産は、95億54百万円と前連結会計年度末より３億58百万円増加いたし

ました。これは主として現金及び預金や前払費用等の増加額が、受取手形及び売掛金や商品等の減少額を上回った

ことによるものであります。 

 負債は、35億32百万円と前連結会計年度末より１億42百万円増加いたしました。これは主として支払手形及び買

掛金、未払金等の増加額が受注損失引当金等の減少額を上回ったことによるものであります。 

 純資産は、60億21百万円と前連結会計年度末より２億16百万円増加いたしました。これは主として利益剰余金の

増加額が、その他有価証券評価差額金等の減少を上回ったことによるものであります。 

 なお、自己資本比率は 63.0％と0.1ポイント低下いたしました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、８億17百万円の増加となり、前

連結会計年度末（平成29年12月31日）の資金残高26億50百万円を受け、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は

34億68百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、資金は10億14百万円の増加となりました。この増加は主として売上債権の減少額１億27百万

円、たな卸資産の減少額99百万円、減価償却費74百万円、税金等調整前四半期純利益５億29百万円等の資金の増加

要因が、法人税等の支払額81百万円等の資金の減少要因を上回ったことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、資金は65百万円の減少となりました。この減少は主として有形固定資産の取得による支出15百

万円、無形固定資産の取得による支出29百万円、敷金及び保証金の増減額10百万円等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、資金は１億30百万円の減少となりました。この減少は主としてリース債務の返済による支出３

百万円、配当金の支払額１億27百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年12月期の連結業績予想につきましては、平成30年２月14日に発表した業績予想を修正いたしました。 

 詳細に関しましては、本日（平成30年８月１日）公表の「平成30年12月期第２四半期連結業績予想と実績値との

差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,668,466 3,488,331 

受取手形及び売掛金 3,378,831 3,128,205 

前払費用 91,190 118,755 

商品 415,267 302,118 

仕掛品 223,917 237,519 

貯蔵品 2,002 1,685 

繰延税金資産 112,683 73,521 

その他 65,511 39,718 

貸倒引当金 △19,943 △24,871 

流動資産合計 6,937,925 7,364,985 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 401,306 411,466 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △272,877 △272,571 

建物及び構築物（純額） 128,429 138,895 

土地 605,084 605,084 

その他 458,929 492,158 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △364,559 △383,362 

その他（純額） 94,369 108,795 

有形固定資産合計 827,883 852,774 

無形固定資産    

のれん 506,531 430,568 

その他 212,949 202,983 

無形固定資産合計 719,481 633,551 

投資その他の資産    

投資有価証券 421,997 401,062 

長期前払費用 5,632 6,441 

差入保証金 159,329 169,407 

会員権 11,600 11,600 

繰延税金資産 67,499 67,167 

その他 110,004 60,009 

貸倒引当金 △65,478 △12,513 

投資その他の資産合計 710,584 703,174 

固定資産合計 2,257,949 2,189,500 

資産合計 9,195,875 9,554,485 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,063,163 1,107,980 

短期借入金 830,000 830,000 

未払金 408,338 484,017 

未払費用 58,987 69,036 

未払法人税等 128,693 163,479 

未払消費税等 165,498 165,174 

賞与引当金 26,356 29,206 

役員賞与引当金 - 9,283 

受注損失引当金 6,239 1,469 

その他 279,385 224,479 

流動負債合計 2,966,664 3,084,127 

固定負債    

退職給付に係る負債 172,997 181,237 

役員退職慰労引当金 156,349 172,640 

資産除去債務 53,950 57,976 

繰延税金負債 34,623 32,856 

その他 6,103 4,113 

固定負債合計 424,024 448,824 

負債合計 3,390,688 3,532,952 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,707,526 1,707,526 

資本剰余金 2,311,704 2,311,704 

利益剰余金 1,680,305 1,913,627 

自己株式 △4 △4 

株主資本合計 5,699,531 5,932,853 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 136,014 119,437 

為替換算調整勘定 △30,358 △30,756 

その他の包括利益累計額合計 105,655 88,680 

純資産合計 5,805,187 6,021,533 

負債純資産合計 9,195,875 9,554,485 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 8,237,705 8,688,316 

売上原価 6,685,803 6,840,006 

売上総利益 1,551,901 1,848,309 

販売費及び一般管理費 1,166,890 1,328,694 

営業利益 385,011 519,615 

営業外収益    

受取利息 311 42 

受取配当金 5,270 8,140 

その他 7,542 6,324 

営業外収益合計 13,124 14,507 

営業外費用    

支払利息 7,653 2,095 

為替差損 - 1,372 

その他 6,255 1,005 

営業外費用合計 13,909 4,473 

経常利益 384,226 529,649 

特別損失    

役員退職慰労金 9,074 - 

特別損失合計 9,074 - 

税金等調整前四半期純利益 375,151 529,649 

法人税、住民税及び事業税 100,050 123,646 

法人税等調整額 85,402 45,036 

法人税等合計 185,452 168,682 

四半期純利益 189,698 360,966 

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,698 360,966 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 189,698 360,966 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 23,453 △16,577 

為替換算調整勘定 △2,418 △397 

その他の包括利益合計 21,034 △16,975 

四半期包括利益 210,732 343,991 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 210,732 343,991 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 375,151 529,649 

減価償却費 75,788 74,340 

のれん償却額 75,963 75,963 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,122 △47,778 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,062 2,850 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 9,283 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,179 △4,770 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △683 8,282 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △174,186 16,291 

受取利息及び受取配当金 △5,582 △8,182 

支払利息 7,653 2,095 

売上債権の増減額（△は増加） 489,526 127,935 

たな卸資産の増減額（△は増加） △261,422 99,862 

仕入債務の増減額（△は減少） 10,580 44,846 

未払金の増減額（△は減少） △107,330 42,668 

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,048 △324 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △12,645 △302 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 54,881 63,842 

その他 △541 53,412 

小計 499,110 1,089,966 

利息及び配当金の受取額 5,522 8,072 

利息の支払額 △7,815 △2,077 

法人税等の支払額 △133,527 △81,532 

営業活動によるキャッシュ・フロー 363,289 1,014,428 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △40,626 △15,703 

無形固定資産の取得による支出 △72,719 △29,947 

投資有価証券の取得による支出 △1,846 △2,951 

長期前払費用の取得による支出 △550 △1,176 

敷金及び保証金の増減額（△は増加） - △10,188 

保険積立金の積立による支出 △4,291 △2,957 

保険積立金の解約による収入 38,807 - 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
140,590 - 

長期貸付金の回収による収入 48,594 - 

その他 △6,493 △2,790 

投資活動によるキャッシュ・フロー 101,464 △65,715 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 409,864 - 

長期借入金の返済による支出 △1,071,900 - 

リース債務の返済による支出 △4,531 △3,670 

配当金の支払額 △127,301 △127,299 

財務活動によるキャッシュ・フロー △793,868 △130,969 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △196 △377 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △329,311 817,365 

現金及び現金同等物の期首残高 3,091,158 2,650,883 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,761,847 3,468,249 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却の算定方法

 定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によって

おります。

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至平成29年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額（注） 合計 

  情報サービス セキュリティシステム 

売上高        

外部顧客への売上高 6,556,612 1,681,093 - 8,237,705 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
18,636 - △18,636 - 

計 6,575,248 1,681,093 △18,636 8,237,705 

セグメント利益 230,735 154,275 - 385,011 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

 

 （のれんの金額の重要な変動） 

  「セキュリティシステム」セグメントにおいて、株式会社アートの株式を取得したことにより、同社およ

びアートサービス株式会社を連結の範囲に含めました。当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連

結累計期間末において、428,526千円であります。 

 

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至平成30年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額（注） 合計 

  情報サービス セキュリティシステム 

売上高        

外部顧客への売上高 6,910,325 1,777,990 - 8,688,316 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
43,527 2,088 △45,616 - 

計 6,953,852 1,780,079 △45,616 8,688,316 

セグメント利益 370,861 140,649 8,104 519,615 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

 

 （のれんの金額の重要な変動） 

  該当事項はありません。 

 

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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